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WISE2016 サマープログラム 
「アナタの情熱をカタチに、48時間起業力向上プログラム」 

「このようなモノやサービスがあれば、世界
はもっと良くなるはず」……。そのようなア
イディアを持ってはいても、起業家精神が根
付いていない日本においては、具現化するた
めの一歩が踏み出せずにいることが多いのが
実情です。 
 
今年は起業の先進国である米国から、実際に
起業支援をされている２名の特別ゲストを迎
え「アイディアをカタチに」をテーマに、日
本が直面している社会的課題について、起業
的アプローチで解決するためのワークショッ
プ型サマープログラムを実施しました。この
ワークショップでは、国内外で活躍している
社会起業家や実務家をメンターとしてお招き
し、彼らの専門的な知識やアドバイスを織り
交ぜながらチームとなって協働することで、
「アイディア」を事業としてカタチにするま
でのプロセス体験を盛り込みました。 
 

本サマープログラムの狙い 

JSIEでは、リーダーシップを発揮しながらグ
ループの中で協働する力、そして妥協ではな
く成果をより良いものにするためにどうした
らいいか判断力・決断力を養うことを目的と
しています。限られた時間の中で考えをまと
めたり、合意を形成したり、どういう役割を
誰が担うのか、どういう基準で物事を判断す
るのか、自分たちで考えて決めていくことが 

Kickoffの様子 

求められます。これによって、困難な状況下
や様々な問題に直面しても、最初に何をする
のか次のステップは何か動きながら考え、そ
して試すということができるようになるため
の力をつけてほしいと考えます。 

初日は、参加者の中からアイディアを持って
いる人が1分間のプレゼンテーションを行い、
その日初めて出会った参加者の中から一緒に
協働してくれる仲間を募り、最終的に1）子
供の貧困とシングルマザー、2）外国人留学
生の就業支援、3）水産業の児童労働、4）起
業家のメンタル支援、5）竹を使ったインド
でのエネルギー事業の5つのアイディアが参
加者の投票によって選ばれ5チームが結成さ
れました。ここでは、限られた時間でいかに
自分のプロジェクトについて魅力的かつ的確
に伝えられるかがカギとなりました。ユニー
クなアイディアもある中で、参加者の関心を
集めたテーマが採択されました。 



グループワークの様子 

5つのグループに分かれ、それぞれの起業ア
イディアに対して以下の5つの点に考慮して、
ビジネス企画書を組み立てる作業を行いまし
た。それと同時に、社会的インパクトの基本
的な考え方である５つのポイント、つまり、
Input（投入する資源）、Output（それによっ
て何を提供するのか）、そしてOutcome(それ
を実際に顧客が購入するのか )、そして
Impact（それによってどんな社会的インパク
トが期待されるのか）といったことも念頭に
おきながら作業を進めました。 

JSIEおよびTokyo+Acumenのスタッフからはま
ず、“Think Global：日本の課題をグローバル
に解決する”と題して、いかにグローバリ
ゼーションが社会起業を後押ししているのか、
私たちがグローバリゼーションの恩恵をどう
うまく使いこなせるのか、グローバリゼー
ションの特質、そしてそれを活かした起業の
事例が示されました。そして、社会的インパ
クトという視点では、5つのポイントを念頭
にどうしたら社会インパクトを最大化できる
か、講義がありました。さらに、自分たちの
プロジェクトやアイディアがどれだけ良いも
のでも、それがうまく伝わらなければ資金や
顧客を得ることが難しいため、ストーリーテ
リングを踏まえたピッチ（シリコンバレーで
よく使われる用語で、主に資金を得るため投
資家に対して効果的にプレゼンテーションす
ること）の種類を活用しながら、どうしたら
自分の商品やサービスに関心を持ってもらい、
効果的に売ることができるかについて考えて
みました。 

１．なぜそれに取り組むのか？ 
         （パーソナルストーリー） 
２．日本のどういう課題を解決するのか 
３．だれを対象とするのか 
４．どういうサービス・しくみを提案するのか 
５．どうファイナンスするのか 



特別ゲストによるトークフォーラム 

米国でも注目のお二人は、それぞれワシント
ンDCとシリコンバレーにて、自身が起業家
であると同時にインキュベータ運営やアクセ
ラレータプログラムを提供するなど起業家支
援も行っています。幼少期に育った環境や、
起業をするきっかけとなったこと、何に悩み
どういうことをして乗り越えてきたのかなど、
経験や失敗談などについてトークが展開され
ました。さらに、会場からの質問に答えて、
起業家にとって大事なことは何かなど、起業
を志す人たちに向けたアドバイスも盛り込ま
れ、大変中身の濃いフォーラムなりました。 
 

起業家精神が社会を変える 
－私たちの試み― 

  久能祐子氏 
 
S&R財団理事長。日
米で起業家として成
功し、芸術家や科学
者、若い社会起業家
を支援するプログラ
ムを実施している。
Forbes誌上で外国人
女性として成功した
起業家トップ50にラ
ンクイン。 
 
 
 
 
 
 

      堀江愛利氏 
 
シリコンバレーで注
目の女性起業家向け
アクセラレーター
Women’s Startup Lab 
のCEO。女性のビジ
ネス活性化に貢献す
ることへ情熱を注ぐ。
CNN ビジョナリー
ウーマン10人に選ば
れる。 

http://sachiko-kuno.com/
http://www.womenstartuplab.com/ja/about.html


メンターによるセッション 

起業経験のあるメンターによるセッションと
グループワークによって、参加者らはさらに
アイディアを進化させ、残りわずかな時間も
惜しみながら作業に集中して取り組みました。 
メンターには、米国で活躍する久能氏と堀江
氏に加え、東日本大震災発生直後に子供たち
の教育支援プログラムを立ち上げたNPO法人
アスイク代表理事の大橋雄介氏、日常の
ちょっとした困りごとを簡単に依頼・請負で
きるサービスを提供する株式会社エニタイム
ズの角田千佳氏、アジア・アフリカを主な
フィールドとして、無電化村で地産地消型の
再生可能エネルギー、食糧生産およびICTを
活用した金融サービスを行う日本植物燃料株
式会社など多くのビジネスを手掛ける合田真
氏、そしてインパクト投資の観点から起業支
援を提供する一般財団法人KIBOWの小早川鈴
加氏など、多彩な顔ぶれとなりました。 

久能祐子氏 堀江愛利氏 

大橋雄介氏 角田千佳氏 

合田真氏 小早川鈴加氏 

最終プレゼンテーション 

最終プレゼンテーションでは、当初のアイ
ディアが2日間にわたって集中的に議論され
練られた結果、どのチームも見違えるような
企画発表となりました。 

審査員の視点から投資したいと思うビジネス
企画を考えたグループに、優秀賞とアワード
が贈られました。優秀賞に輝いたのは、シン
グルマザーを経済的・時間的に支援するシス
テムのアイディアでした。日本社会が直面し
ている喫緊の問題を取り上げ、ビジネスで解
決できるプロジェクトとしてマーケティング
の段階へ進められる実現可能性の高さと独創
性に高い評価がつけられました。 

優秀賞と各グループの次世代を担うリーダー
が選出され、リーダーの方たちにはJSIEと
WSLAB(Women’s Startup Lab)から研修プログ
ラムスカラーシップが授与されました。 
本スカラーシップにより、本場シリコンバ
レーの起業家や投資家の幅広いネットワーク
を持つWSLABの研修に参加できる権利を得て、
それぞれの起業プロジェクトのさらなるス
テップアップを目指すよう活かしてほしいと
願っています。 
 
今回のプログラムでは、課題は与えられるの
ではなく、自分たちで悩みながら課題を認識
し、その課題を解決するため行動に移すとい
うことを実践していただきました。何らかの
刺激を得て、明日からの行動に活かしていた
だきたいと考えます。 

http://sachiko-kuno.com/
http://www.womenstartuplab.com/ja/about.html


アンケート結果 

JSIEでは、サマープログラム終了後にアン
ケートを実施いたしました。以下の図表の通
り、プログラム全体への満足度は高く、また
メンター陣への評価については高評価を頂き、
全体的にポジティブな結果となりました。頂
いたご意見やご感想も併せてご紹介します。 

• 超一流のアントレプレナー陣が、惜しみ
なく親身に具体的なアドバイスをくだ
さったこと。 

• 少人数だった分、手厚いケアとアドバイ
スが頂けたのがとてもよかったです。ま
た、インスピレーショナルなお話を毎日
聞けて、とても刺激的でした。 

• 皆さんがそれぞれ色んな視点からアドバ
イスしてくださり、気付きが多かったで
す。 

• 机上で起業を語っている人々ではなく、
実践者であられる方々の一言一言が貴重
な視点とアドバイスでした。 

このように、日本をはじめ世界で活躍されて
いるメンターと繋がれるチャンスはそうあり
ません。また、新しいことに取り組むことを
応援しあう仲間も貴重な財産になります。 
これらのことを共有することのできる機会を
提供できたことに、主催者として大変嬉しく
思います。 
 
JSIEでは、皆様から寄せられた貴重なご意見
やご感想を参考にしながら、今後の運営の改
善にも努め、より良いプログラム作りを目指
して参ります。 
 
またの機会に皆様とご一緒できる日を、楽し
みにお待ちしております！ 
 

JSIEスタッフ一同 

64.30% 

35.70% 

プログラム全体の満足度 

大変満足している 
まあまあ満足している 

• 去年とは全く違ってアウトプットが中心
だったので、とても良い経験になりまし
た。JSIEの素晴らしい点のひとつは、年齢、
性別、国籍、バックグラウンド問わず
色々なメンバーを受け入れてくださると
ころかと思っています。また次回も必ず
参加したいです！ 

• アイディアを形にしていくプロセスを体
験できたから。 

• 参加者がオーナーシップをもって進める
ようコース設計されていたおかげで、自
ら選択し、深く考え、結果に責任をもつ
ことができた。受動的なセミナーでは得
られない思考訓練と感情の揺さぶりを体
験することができた。 

• チームワークで進めるよう設計されてい
たおかげで、個人のアイディアの枠を超
えることができた。 

• 一線で活躍する女性リーダーにお会いし、
お人柄を知り、ロールモデルを持つ事が
できた。 

• 運営をしてくださった方々からゲストの
メンターの方々まで、何もかもとても丁
寧でスムーズにすすんだ、すばらしい会
でした！ 

• とにかく、楽しかった！ 

92.90% 

7.10% 

メンター陣の評価 

大変評価する 
まあまあ評価する 
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